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il 軍政下の1，：私、対策： 1942年4月～1943年 3rJ 

































































U-t I) jc)ドイ言 P 「マラ γ｛波i合指導計一一 マレ一
系を中心 （ j ＂＇.，」つの｛ I;_，.＇｝；トjぷふj （『ア〆，－ f；斉』
；沼6巻t再6,j- 1965'<!') 2ベーシ。
(IU) 第 2次大戦前山マラ γ ・シンゾfボーノしのマ
レ一人！＼＇.｝；＼＿：＿ l議運動につト－－＝' t （欠の主要／jf！泊、jヲる。
(flJ{i甘いい Silcock,T. 1. and Ungku Abdul 
Aziz，“ Malay Nationalism，＇’ in W. L・Holland
(ed)., Asian Nationalism and the West, New York, 
1953, pp. 269--346; Radin Soenarno，“Malay Natio-
nalism, 1900 -1945，＇’ Journal of So誕theastAsian 
History, I I¥larch, 1960, pp. l 28; Usha Mahajani, 
The Role of Indian Mino門tiesin Bu門naand 
A1alaya, Bombay, 1960; Ro任， William,The Oi・igins 
of Malの’人アatio舟alism.New Haven, Yale Univer-
sity Press, l¥lfi7. 
太平日戦＇ f,JI'! J) I 1本J _. •， γ軍政政策。ゴ の労
作として l土，
ltagaki, Y oichi，“The Japanese Policy for Malaya 
under the Occupatio凡” m K. G. Tregonning 
(ed.), l'，ψers on Malayan I-fistory, Singapore, 1962, 
pp. 256-267; Akashi, Y oji，“Japanese :vlilitary 
Administration in Malaya，＇’ .4sian Studies, Vol. 
VII, No. 1 (April 1969). 
（注：， ) Roff, op. cit., Pl】 235-247.
（注4) Radin Soevarno. op. cit.; Ro任， of>.cit.; 
Ibrahim bin Haji Y aacoh, Sejarah dan Perdjuan-
gan di Malaya （『マラヤJ〕歴史と械や』）， Jogjakar-
ta, 1951; Ihrahm bin Haji Yaacob, Sekitar Malaya 
1¥1.erdek’a （二 onFree I¥falaya;, Bahagian l》ener置ト





































白己改良団体等小マL ー；Iiじ..ヤー十 I）ズム司H, Lて進展した fL ドセシア Jコインご，・ IJ RI校主詫
マレ一人大衆的：；！flとL、J 、た同jきはあったが（出｛）〕，込奇＇z;ViJう γのマ L一司法主丹市-{';-u)l波間的l,f,・t)Jit,
ひたすらに伝統的支配層の指導を受身に待つ:t. にスルケン・イド I）ぇi河範学校関係者iこ強く影響
；：日、けであマ 1た。当時のマレ一人 A 般大衆の理解しよ二(i)7》〉







i二，i己4パイシドネシ，＇ j）代か r,:i "fl伺の：｛E'宇中i二、
b長｝義jliがJ(こI，＇付近されて， こうした意味での政治に治名大衆の実感としヲ γ守 ι1,]fJ;:vli五到J
支配f'iーから処罰されかか,t,:J 子n、をj＼－）こと i土，:I'. liPHしようとすゐ約：rir，の学生ザループの指導
るか．しドどいおとがめのあるおそjLがあ J ) fこ＇＇＂ II•,,こ山勺、，t--・・f（よ， I記官，ti点 fL ：、のri－どなぺf二、
という.F：識とぺ！いう，吉味で IJi際をわきまえるJt I、
一
: iンゲ・ジャリjぺJ I ,1 ：，，ゲ・スノトラ」
がハ一人被治者大衆 （ ,S,•. ；隼tr1青 q 士 ~＇； d， て1 を支') jこ青年運動にならって， Belia'.¥1alaya ( －，・二円→日i
-Jニ政治文化の雰囲気の中にあったゆえに， 19:¥8
配してL、たのが当時の現実だ F Iたのである。1 －フう仁ム
rt，平業後ノ；ハン州の小学f教員生活全経－－~l!J:lMf
代才ユ；f'＇こケアヲ. 1> > ；＇ールグ）腎記ミヴ：松山 J レー
i｝三を志lJ；、 j;:, ,' Lーぷ）とFふしfこ十，J8 l_, 






マし－，；を文芸ili1iJ；ニ従事 L.;m教内Ii!:t;. 1)' 























織作りの技術に J 山、ての知識のマソイーも・／； I）スマ
が当時IT.面した真の問題i土，
Ir'! ,1) 何／（民地支配かム脱して独立マ弓ヤを建設し‘
'._ ；！， 泊 ），＇. 後に｜｜｜英領マ弓ヤと蘭領東｛＞ Iごを政治的
に統什して東南 γ ジ－， （／）大同として円｛「ンドネ
;fil.－》たフト；で、kを起ぞろとの点火ガラスもなしに，
いう試みも Ii司然／二‘ J 》た I，汁 9) !:＼、う点であるすす
マl-- ＞）・．ラヤ、f を.）くシY,7ヤ、i tn、し大体依当時のマラヤのマ L一入社会は，なオ〉ち，
当時の？ l-
「マレー青




















( i:1 ) Roff, op, cit.、pp.l'.?6 177. 
Memorandum on The Sultan Idri目g Training 
College and !Malay V ernacul山・ Education, Endo-
sure No. 1 to Federated Malay States Despatch 
No. 344 of :io May, 19:l i，ο） 273-574 K'.!09-1 
（注 2) lミo丘、 op.cit .pp. 100-112. 
（注 3) !/,id., p. 14,l. 
（注 4) Ibid., pp. 87-90. 
Ot 5) 1920年代日）インドネシア民族主義運動につ
いては，次、 i：要持「I'；）、札 J .,0 Bevda, H川 γy,The 
Crescent and the Rising Sun, The Hague, ¥V. van 
Hoeve Publishers Ltd., 1958; ＼’an Niel, Rohert, The 
Emergence of TheルゐdernIndonesian Elite., The 
Hague, W. van Hoeve Publishers Ltd., 1970; 
McVey, Ruth. The Rise of Ind，何回ian('ommu・ 
nism, Ithaca.ι・ornell Univ Prむs,1965. 
（沈 6) Roff, 01り cit.,pp目 145,155. 
( i 7 ) Ibid., pp. 222-225. 
。々A 者♂ fイペヒ J、・ピソ・ハ J・ャー " c! （主 だの
名を D円 Isl、‘：mdarKamel) .・: 十曲it室、 Hl7:1 q三 J, 
ジャカ，v
Ci主8〕 Ro任， op.cit., p. 172 
Ci主的 Ibid汁 pp.229-230. 
（注IO) Ibid., pp. 178 '.?10, '.?12---221 
〔i主11) !,id., pp. 217 -'.?1氏
〔i.tl:2〕 ！hid.,pp. 23;i-U7. 
（注1:1〕 ！hid.,p. 230. 
(itl4) Ibid., p. 231. 
（注15) !/>id., pp. 232 ＇.！川
（注16) J/,iJ, pp. 56 90. 






















































































































































































連日目！ V川 j・:. /,¥1］会長が‘ ケfピ〉、 fホ一地i/
か九三o数名の会社を：t,1｛；＇しご it';'ij浄託手法j~Baris:,>)
l'cmuda）を結b立し、！藤原機関本部；二到着した ',¥;! 
1, f ! ＞・ン←ハ、i土、 . ，し－N年連盟！のif,
引に.) ' .て！篠J,t；（少佐に提，・蒸した。寸ナ＞ en提議の
第 liJ, シL 万ボー／しの監Jil:，こli又監さ ,j, （＇、心イ
プアじム会長以下Jl≫J芯の殺UJ；二問するW1:!J要訪
であ J Pたけ出議内第三 tよ、 J：：，｝..：・マレー親善治：伝
正、 rラャ；こJ;H己主マ ls一人J）｝（狭通到しこ討する
Iキ；軍の支援要求であ pた。挺議わ第；ii工‘
レ－ ~；：年連盟 i 会員の作戦協力に対する iわし i'1'1 で
あ ,tこい
寸 j・ ン副会長山第 iの提議に対し句様If,(少｛も土
1本J!／の協力をがjしたの Lかし桜狩；φf/i：｛土i,J時；二
ずレ一点年連盟！会社みずから 1》シンー！jボ－－ , 
に潜入して，好機に采℃て監獄か川以上l；全校H1寸





のf理念ベヨヲマラ γにおける I~ 本軍政山根本7Ji:I ；二

























lす全求めた J F可少将Lt，マ L一人山青年丈化i軍JfiJ
l’〉極行には同意を示したがJ排他的傾向に定人ぬ


















日本軍に降服した。 lfi日に十十 L副会長円 iマL
一白年連盟J同志によ：J救出されたイブラヒム会
1975100049.TIF
!'~ ド lr¥, i;, ,1 べI・,y.秋・r,w1川、 L
シシザボーら占領後しかし．'.2: Ij)lりつけたL注目、J'.Z)] lHII i二勝以少佐と藤係機関本郊で会見i三：l土、
「マレー古



































あるいはいらいろの団体i"if詫で抗 11 運動 ifrな •）
藤原少佐によれば，
二，） 案iよ，としてfVriされたっ悩］也統治要綱案」!l蚕てきた中国人の非協力に対寸るti.作用なの，う‘




・＇.＇の理想を掲げなが： .） ' 此If守連絡会議が民択した「南 }j占領地行政実他i.:
こうした大本営しり基本間すふ件」山基礎となり、政のか主iをとる軍内t'-i；吉；l, i三く！点解に苫しむど
ころであ ・） J竺οd事）J'i;-l生からすれば‘藤原機関｛土ラ J ラーγのミ •i-· 'lンil,）］引によれば，
わ l1iJi'lt仁「予ひに民衆J）支持を件るたJiに利用価値イL認書や戸明に去われた理忠、l二情熱を傾けて奄
現地人に H本
のE支：策にtU，力させる主うに（士lnJけるのに ζ ，i.9 > 
しりlriJ教上山地位と同教に1;!／パ現地の刊慣は尊重
民心主安定し、があることを品gめ、ド人やマレ一人ベコスマトラ人の；t鳴を求めてきた
とう ζ い二、ハ上 ~！ i;'ij.i＇.（りのである。藤Ji（少｛主は，





しなければならなL、という立が3を土ーにご J，、f二【、fγ1.. －－~年連盟 j の:iE
しい育成と保護とを強く要請したο その結果， F}
奈木少将は．ノル、（，二， ド Y 1.-- i'f年連1¥{Lが丈化
将にその所信を被離し，
この；lJj l坊を再確必したのであぷ〕参謀本部iエ，団体とし Ccし一斉年の文化持蒙運動に、うたるこ




f；しに l川 1年12]1 l I l；ニ]f・).7給、軍l司令官寺内大l子
47 


































スヲソ γ ・7-i＇インがイポーで i肖年戦線iを；没
ウ： L，日本軍に作戦協力を申し出たことはすでに





















13卜J し一人の財産全犯さ／，（ L、ことの 141 fl本軍にli











まで ci）各地で， γ レー伝統的支配層i二属する人々
/p, ~＿；µ戦線］し＇Ji舌重！J を阻害しようと策謀した
川.：＇1'o 青年戦線は， 日本軍の戦勝に影響され亡か
立況が大L 、； l二ιが •） 、.) ＂、に日本軍の植民地主義
的本圃を忘れご、ムスタブ γ ・ブ七インらの「古

























































































































Cr七1）事白、）イプ’ヒ J、と J）＼血f<, 1973年 2)' 
ラ0
／ャカムタ。
〔注2) ft，］手春四!i;との刷機， 1974年 8J)，東京。
f花 3) イプラ［ ＼二の面.rt. 1973年 2 ; , ジャヌl
Fレタ。
（日 4) イプラヒムとの面楼， 1973年 2}], シャカ
ノレタ。 1¥! f J': cのnri川、 197411 8 J, 東，；，。
（注5) Ibrahim hin Haji Yaacob，ふ•djaral,
dan Perdjuangan di Malaya, Jogja, 1951ヰ， p.86. 
（注6) r(t原岩ii 『F機関J 明書房 1966年 21-i
ー27ベーーン「
Ct上7) Ibrahim, op. cit., p. 87. 
（注8) 篠原 1W阿曽 36 <-l7そージ。
（注9〕 ［，］上書 42 50ベ
(i_主10) ｜向上書 71ベーン。
（注11) lt:J上，書 71ベージ。
（注12) [,; K書出 J ージ。
fo;j'}lC:とのl函掠， 1974年 8月， 主主活1、。
(/tl3）藤原 前掲脅 84-85ベー：／。
（注14) l hrahim, of>. cit., μ. 91. 藤ル 1iJ掲書
147ヘジ。
（注15) Ibrahim, op. cit., p. 92. 
U.t11日 I/,id., p. lJ:2 
(/U7) 藤原 1Hi l渇，H 169ヘージ。
（注18) 1,rJ上書 168-170ベ｝ジ。
〔注目j [,rj上書 2尚一267・ 、 / 0 
（注20) ｜河上選 267べージ。
（注21) Akashi, Yoji，“Japanese Milit山 y Ad-
rninistr川ionin Ma1"ya！’ Asian Studies, ¥" c》し VII,
No. 1 (April 1969), pp. 82-83. 
（注22) Ibrahim. of’cit., p. 9:'l 
藤原i':,i;；（ーとのih).'( 1974年 7' 1句東京い一 Ia 1ば，
i政終的に採し出したのは藤原機関だったという。
(il:23〕 Ibrahim,op. cit., p. 93. 
（注24) Ji,id., pp. 94 95. 
C /l:25) Ibid., p. 95. 
（注26) !bid., p. 95. 
（注27! !hid., ]'. 1:, 
（注28) Ibid., pp. 97--98. 
〔注29) Ibid., pp. 97 98. 
（注30〕 Ibid.,p. 99. 
（注31) Ibid., pp. 99-100. 
（注32) Ibid., p. 100. 
（調査研プじ臼1，主任調if.{il氾員〉
